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１ FD会議

FD 会議とは，教職大学院の FD・SD 活動のあり方を検討するとともに，活動に対す

る省察を行うための場である。毎月１回開催しており，教職大学院の専任教諭は全員

参加している。内容としては，教育相談 Day を始めとする個々の学生の状況把握，FD
アンケート結果の共有と改善策の検討，授業リフレクションの発表とその協議等であ

り，本教職大学院の日常的な FD 活動を支える機能を果たしている。

各回で扱った内容は次の通りである。

回 実施日 内容

１ 4 月 21 日(月） (1) 年各計画の確認

(2) 教育相談 Day,オフィスアワーの確認

(3) 授業リフレクションについて

(4) 修了生支援サポート事業について

(5) 新入生、 2 年生の状況について

２ 5 月 19 日(月) (1) 第１ターム FD アンケートについていて

(2) R8 年度教員採用試験、出願状況について

(3) 院生（M1)の係活動分担について

３ 6 月 16 日(月) (1) 8 月 FD 座談会の開催について

(2) 教育相談 Day について

(3) 教員採用試験の状況について

４ 7 月 14 日(月) (1) T １ FD アンケート結果について

(2) FD 座談会質問・要望事項についてについて

・ FD アンケートに対する委員会別回答

(3) 教員採用試験の状況について

(4) 院生個別の状況について

５ 9 月 22 日(月） (1) T ２ FD アンケート結果について

(2) 令和７年度 FD/SD 活動報告書作成方針について

(3) 教員採用試験結果の確認

(4) 授業リフレクション（前期分）の依頼について

６ 10 月 20 日(月) (1) 教育相談 Day の計画について

(2) 授業リフレクションの計画について

(3) 院生の状況について

７ 11 月 17 日(月) (1) 修了生アンケートについて

(2) 授業リフレクション開催について

① 説明科目「学校経営と組織マネジメント」(10 分)

② 小グループでの意見交換 (20 分)

８ 12 月 22 日(月）(1) 教育相談 day の報告について

(2) 成果報告会後の交流会について

(3) FD 会議の在り方について

(4) 院生の状況について
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９ 1 月 13 日(火) (1) 第３ターム FD アンケートについて

(2) 授業リフレクションについて

(3) 成果報告会後の交流会修了生発表について

(4) 修了生の表彰・受賞等について

10 2 月 10 日(火) (1) 第４ターム FD アンケート・ベストティーチャー賞

について

(2) 令和 7 年度 FD・SD 報告書作成方針について

(3) 令和 7 年度 SD 会議について

(4) 日本学生支援機構奨学金の返還免除候補者の推薦について

11 3 月 10 日(火) (1) 第 4 ターム FD アンケート結果分析・検討

(2) 令和７年度年度 FD・ SD 報告書の確認について

２ FD座談会

教職大学院の教職員と学生が、教職大学院における授業（講義、実習）及び学生生活につい

てＦＤアンケート等に基づく意見交換を行い、教職大学院における教育、研究の充実を目指す。

(1) 期日 ８月22日

(2) 参加者 教職大学院専任教員12名，教職大学院生20名 事務職員1名

(3) 協議内容

ア これまでのＦＤアンケート等の結果説明

イ 院生の質問・要望へ対する教員の説明

客員会（教務、実習、学生生活）、教職課題研究Ⅰ、教職課題研究Ⅱ等から

(4) グループ協議（４５分)

① 「大学院での学びを充実させるための工夫を考えてみよう！」

② 「自由協議」（例） 課題探究，M1 後半の実習

③ 学年・修了生ごとの自由協議

(5) グループ協議報告

３ SD会議

教職大学院として高度で実践的な教職専門性を育む適切な環境作りを目的に，教員

と事務職員が連携し学生や教職員のニーズを踏まえた協議を行っている。

(1) 期日 3 月 18 日

(2) 参加者 教職大学院専任教員７名，事務職員４名

(3) 協議内容

ア 教職大学院の入学者確保について

【入学者の数の推移，周知・広報の状況】

・ 現職教員についてはおよそ１０名程度推移している。派遣には予算が伴うこ

ともあり，県教委との連携を図っていきたい。

・ ストマスについては周知広報に努めたことでやや増加してきている。学生部

の協力を得るなど，他学部への広報にも努めていきたい。
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・ 教務委員会で他学部や県内私大等への周知を行っている。パンフレットの配

布やポスター掲示など継続していきたい。

・ 入学者確保のためにも，学部から継続して５年で修了、あるいは現職でも１

年で修了できるようなシステム作りも考えられる。

・ 学部３年生への周知及びオープンクラスへの参加増にも取り組みたい。

・ 短大からの編入生がいることから、短大へも広報の範囲を広げてはどうか。

イ 学習環境整備について

【研究室，空調，上層階への移動，ネットワーク整備等】

・ プリンターの消耗品についての要望があり，認証評価でも話題となっていた

が，基本的に共用プリンターを活用してほしい。

・ トイレ修理等，営繕については順次対応している。

・ エレベータ設置については現時点では予算的に難しいが，引き続き要望して

いきたい。

・ 従前からの「生涯教育総合研究棟」の名称について，今後改名を検討してみ

てはどうか。
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５ FD アンケート

教職大学院の学生の学習や生活の状況及び要望等を把握するため以下の要領でアン

ケートを実施し、指導改善に役立てている。

(1) 実施期間 (2) 無記名のアンケート方式

ターム 期間 得点化してタームごと平均点を算出

第１ターム 6/10 ～ 6/17 4 点：とてもよく当てはまる

第２ターム 8/5 ～ 8/15 3 点：どちらかというと当てはまる

第３ターム 12/13 ～ 12/20 2 点：どちらかというと当てはまらない

第４ターム 2/10 ～ 2/17 1 点：まったく当てはまらない

■ 1年生の結果 (回答者数 第１ターム 11 人 第２ターム 9 人 第３ターム 12 人 第４ターム 12 人)

【Ⅰ 授業と実習の全体について】

１）授業と実習はシラバスの趣旨に沿った ３） 教育課程は、新しい学校づくりの有

内容でしたか。 力な一員となりうる新人教員ならびに

スクールリーダー（中核的中堅教員）

の養成を果たすのにふさわしい内容

でしたか。

２）授業と実習の時間上のバランスは適切

でしたか。 ４） 教育内容は、教育現場における課題

を積極的に取り上げ、その解決に向けた

内容になっていましたか。
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５） 履修指導は適切でしたか。 ３）満足している点と改善してほしい点が

ありますか。 (自由記述のため割愛)

【Ⅲ 選択科目について】

１） 授業内容はあなたのニーズにそった

ものでしたか。

６）施設と設備は利用しやすかったですか。

(自由記述のため割愛)

７）現職と学部新卒が一緒に学べるように

授業が組まれていますが、いかがですか。

(自由記述のため割愛) ２） 教員の指導体制は適切でしたか。

【Ⅱ 必修科目について】

１） 授業内容はあなたのニーズにそった

ものでしたか。

３）満足している点と改善してほしい点が

ありますか。 (自由記述のため割愛)

２） 教員の指導体制は適切でしたか。 【Ⅳ「教職課題研究Ⅰ」について】

１） 授業内容はあなたのニーズにそった

ものでしたか。
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３）満足している点と改善してほしい点が

ありますか。 (自由記述のため割愛)

【Ⅴ 授業以外及び実習以外での教員の対

応について】

(自由記述のため割愛)

２） 教員の指導体制は適切でしたか。

■ ２年生の結果 (回答者数 第１ターム 14 人 第２ターム 9 人 第３ターム 9 人 第４ターム 8 人)

【Ⅰ 授業と実習の全体について】 ３） 教育課程は、新しい学校づくりの有

１）授業と実習はシラバスの趣旨に沿った 力な一員となりうる新人教員ならびに

内容でしたか。 スクールリーダー（中核的中堅教員）

の養成を果たすのにふさわしい内容で

したか。

２）授業と実習の時間上のバランスは適切

でしたか。

４） 教育内容は、教育現場における課題

を積極的に取り上げ、その解決に向けた

内容になっていましたか
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５） 履修指導は適切でしたか。 Ⅲ 「教職課題研究Ⅱ」について】

１） 授業内容はあなたのニーズにそった

ものでしたか。

６）施設と設備は利用しやすかったですか。

(自由記述のため割愛)

２） 教員の指導体制は適切でしたか。

７）現職と学部新卒が一緒に学べるように

授業が組まれていますが、いかがですか。

(自由記述のため割愛)

【Ⅱ 授業について】※「教職課題研究Ⅱ」以外

１） 授業内容はあなたのニーズにそった

ものでしたか。

３） この授業では訪問授業や大学での授業

を行っていますが、満足している点と改

善してほしい点はありますか。

(自由記述のため割愛)

４） その他で満足している点と改善して

ほしい点がありますか。

２） 教員の指導体制は適切でしたか (自由記述のため割愛)

【
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5 授業リフレクション 
 授業改善について、それぞれの教員が担当の授業を振り返り、その成果や課題を記述する
「授業リフレクション」を作成し、次年度以降の指導に生かしている。 
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６ 教育相談Ｄａｙ 
 
教育相談 Day とは、各院生と複数の教員による面談の場を設定し、学生生活や学習状況について話し合

うことによって、学生の学びを深めるとともに、教職大学院の教育改善に役立てる取組である。学生一人に

つき30分間程度、教員２～３名で行う形式を基本とし、次の日程で実施した。 

 

第1回：令和８年６月（１年生 １４名） 

第2回：令和８年12月（１年生 １３名） 

面談記録をもとに、話題にのぼった事柄を分類した上で集計したものが、下表である。各学生の学習上の

関心内容や困りごとについて語り合うだけでなく、要望事項や学びの手応え等についても聴き取った。 

12月の教育相談では前期の学生のGPAを基に、特に成績の振るわなかった学生に対して丁寧な聴き取り

を行った。また、授業や実習を通して得られた新たな学びや視野の広がりを実感している学生が増え、２年

目の探究活動に対する意欲的な声が多く聞かれた。 

 

教育相談Day 院生からの質問・要望等  

話題の分類項目 内容（一部） 

学習面 

授業について 

レポート課題の取組状況、討議形式による充足感、視野

の広がり、課題の量、履修登録時のガイダンス 授業資

料の提示時期について 

実習について 

各実習の運営や疑問点 院生の実習記録からの学び、M2

の実習先や進め方、実習校教員との連携の大切さ 

探究課題について 
テーマ設定の難しさ、勤務校での探究継続の意欲と不

安、方向性の明確化 

学習環境について 
生涯学習研究棟にエレベーター、研究室のプリンター、

遮光対策等の要望  

院生同士の協働について 
院生同士の関係は良好、現職・ストマスの議論の進め方

について 

全般的な学びについて 

授業や実習による多様な考えの学び、論文精読や討議等

による解釈力の体得、各実習による同僚性や特別支援教

育の学び 

その他 

心身の状況について 
自身や家族の体調・メンタル面の状況、睡眠状況、自身

の性格、充実感 

生活の状況について 
長距離通学、生活リズムの安定化、アルバイトの内容、

通学方法 非常勤勤務の在り方 

勤務校との連携について 
定期的な電話連絡や学校訪問、仕事と探究の両立の不

安、探究テーマと校務分掌 

進路・今後について 
教採の受験先・校種・教科、実習校での過ごし方 修了

要件、進学の可能性 
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７　学部主担当教員アンケート

　教職大学院で授業を行っている学部主担当教員から学生の状況を聞き取り,学生理解および指導に生かしている。

講義名 受講生の様子 工夫点 改善点 その他

理科指導法の省察
現職院生であり，積極的な
姿勢で受講されていた。

資料などはOneDriveで共有
していた。

講義資料の変更などが必要
と思われる

数学科指導法の省察

受講生の皆さんは，全員，
熱心に授業に参加されると
ともに，課題にも一生懸命
取り組んでおられました。

受講生の課題意識や関心な
どをうかがいながら，でき
るだけそれらに沿った授業
や話題提供等を心掛けまし
た。

来年度以降も，受講者の要
望等をできるだけふまえな
がら，授業改善に努めたい
と思っております。

今後も，教職大学院の先生
方と連携を取らせていただ
けましたら有り難く存じま
す。また，担当授業の改善
についても引き続きご助言
いただければと思います。

発達障害児の心理臨床

それぞれ課題意識を持って
参加している様子であっ
た。取り組みには個人差が
あった。

各々の関心や強みに沿った
課題設定や役割分担など

特になし

インクルーシブ教育にお
ける教師の専門性

特別支援教育コースの人だ
けだったので用語自体は既
知であったものの、授業を
進めるにつれ新たな知見を
得たと同時に奥深さにも気
付けた様子であった。

歴史的観点、国際的視点を
混ぜ、講義として視点を示
しつつ、ペア学習やグルー
プ討議を入れ院生自ら問の
答えを探せるように工夫し
た。

現職教員とストマスとで理
解に差が出てしまい、スト
マスの意見を拾い切れな
かった。ペアの組み方を工
夫することが今後必要であ
る。

本講義は、通常学校の教員
に特に聞いてほしい内容で
あるため、特別支援教育
コースのための科目である
と思わせない工夫が必要で
あると思った。そこでシラ
バスにはその旨を記載して
みた。

発達障害サポートシステ
ム開発

受講生にとってなじみのな
いトピックを扱ったことか
ら、新たな知識を得られ、
実践への意欲がわいた院生
が複数いた。一方で、最後
まで理解しきれていない院
生もいた。

発表や討議を通して理論と
実践の乖離を埋めるよう心
掛けた

さまざまな課題を取り上げ
て議論できたのはよかった
が、最後時間が足りなくな
り、まとめきれなかった。
時間配分に気を付けなけれ
ばならない。

８　オープンクラス

 （１）  目的

 （２）  実施時期

　通年

 （３）  実施方法

    　　教職大学院だけでなく、教育学部教員にも参観を呼びかけ，授業改善に関してより多様な見地からの検討ができるよ
　　うにする。

　　　　　・ 参観者は，教育学部院及び教職大学院教員

　　　　・ 原則として，期間中すべての教職大学院の授業科目を参観可能
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9　修了生支援について

　(1)　修了生アンケート調査 

中A 中B 中C 中D 中E

１　担当学年・学級 3年 3年 3年 3年 2年

２　主な校務分掌 生徒指導主任 ICT 研究主任 教科書 保健主任

３　在籍校での勤務年数 6年 1年 1年 4年 3年

４　教職大学院のディプロマポリシーに関して
４:とても
そう思う

3:少しそう
思う

2:あまりそ

う思わない

1:まったく

そう思わな

い

83.3% 16.7% 0.0% 0.0%

50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

0.0% 50.0% 33.3% 16.7%

66.7% 33.3% 0.0% 0.0%

83.3% 0.0% 16.7% 0.0%

４:当ては
まる

3:やや当て
はまる

2:あまり当
てはまら
ない

1:当てはま
らない

83.3% 16.7% 0.0% 0.0%

66.7% 33.3% 0.0% 0.0%

66.7% 16.7% 16.7% 0.0%

66.7% 0.0% 33.3% 0.0%

33.3% 50.0% 16.7% 0.0%

3年

エ　授業改善やカリキュラム・マネジメントに対する能力を高められた。

オ　現場の課題を設定や解決のための方策を探究する能力を高めるられた

ア  職務を的確に実践できる能力を高めることができた。

イ　諸課題に対して、学校の一員として対応できる能力を高められた。

ウ　自らの実践を理論に基づいて省察できる能力を高めることができた。

【記述例】勤務校での校内研修や授業研究、ICT活用の推進、研究指定校として根拠のある研究・授業実
践

５　次の教育活動において、教職大学院での学びが生かされていると思うか。

【具体例】日々の教育活動全般、総合的な学習の時間、職員との関わり、CBTを含めたICT活用、県単位の
教科専門部会等

7　チーム学校の一員として以下の項目についてどれくらい気を付けているか。

オ スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、巡回相談員等との連携推進に努めてい
る。

【記述例】対話を大切にし，普段からいろいろな先生と話をし，関係を築い
ている。

６ 　教職大学院での研究成果をどのような形で還元しているか。具体例を記述。

ア 自身の担当業務を円滑に推進するために、管理職や他の職員との報告・連絡・相談を積極的に
行っている。

イ 日頃から職員間のコミュニケーションを大切にして、同僚性をはぐくんでいる。

ウ 校務分掌組織の機能化が図れるように連絡･調整に努めている。

エ 役割分担が明確でない業務に気づいたら積極的に引き受けるとともに改善案を提案している。

修了生が大学院修了後も継続して実践的な研究に取り組み、新たな学校づくりの一端を担

　　修了生の学校等の勤務状況を把握するために、修了後３年を経過した修了生にアンケー
　ト調査を実施している。今年度は、令和8年2月9日～2月24日を調査期間とし、第４期修
　了生(令和４年３月卒業）６名からの回答があった。

小

4・6年

教務

える新人教員、及び地域や学校で指導的役割を果たし得る中核的教員として活躍できるよ

う、修了生等のサポートを実施している。

＜回答者勤務先＞
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４:当ては
まる

3:やや当て
はまる

2:あまり当
てはまら
ない

1:当てはま
らない

ア 教育課程の編成や実施に関して理解できたこと 33.3% 33.3% 16.7% 16.7%

イ 教科等の実践的な指導方法に関して理解できたこと 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

ウ 生徒指導や教育相談に関して理解できたこと 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

エ 学級経営や学校経営に関して理解できたこと 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

オ 学校教育と教員のあり方に関して理解できたこと 83.3% 0.0% 0.0% 16.7%

カ 各種実習を通して鹿児島県の教育課題等について理解できたこと 16.7% 66.7% 16.7% 0.0%

キ 課題研究科目を通して研究方法、まとめ方、発表方法等について理解できたこと 66.7% 16.7% 16.7% 0.0%

ク 選択科目を通して組織経営分野に関して深く理解できたこと 16.7% 66.7% 16.7% 0.0%

ケ 選択科目を通して学校研究分野に関してについて深く理解できた 50.0% 16.7% 33.3% 0.0%

コ 選択科目を通して指導深化分野法に関して深く理解できたこと 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

4:大いに期
待する

３:まあ期
待する

2:あまり期
待しない

1:期待しな
い

ア 修了生個々のニーズに応じた相談や助言の機会の提供 50.0% 33.3% 16.7% 0.0%

イ 学校の教育課題改善のための校内研修等への助言 66.7% 16.7% 16.7% 0.0%

ウ 修了生が相互交流できる場の提供 66.7% 33.3% 0.0% 0.0%

エ 現職教員の資質向上に役立つ研修機会の提供 66.7% 16.7% 16.7% 0.0%

○　４段階で答える質問事項については、「当てはまる」等に該当する「３」と「４」の

　回答が最も多く、「１」の回答は少なかった。

　高めることができていないと一人回答。

　てはまらない」「当てはまらない」と回答している。

 (2) その他の支援 
　　修了生の求めに応じて、訪問サポート、メールサポート、大学での面談、成果報告会で　

９　自らの実践を理論に基づいて省察することがあるか。具体的に記述。

【記述例】学校全体を組織の視点で分析し、自分に何ができるのかを考えるようになった。

【記述例】学習者主体の授業実現に向けて，教えなければならない場面，委ねる場面のバランスを考えた
授業づくりに取り組んでいる。

８　教職大学院で学べてよかったと思うこと何か。具体例も記述。

【記述例】省察という視点は、日々の業務で自分の支えとなっている。

○　教職大学院での学びの活用については、「保健安全指導」に関して３人が「あまり当

○　現職教員の資質向上のための研修機会を求める意見が多い。

　の実践報告などを実施した。

【記述例】移り変わる社会において，学び直しができる機会の提供や研修
等への助言等

10　日々の授業改善や教育課程編成等における成果や課題について記述。

11　教職大学院修了後も自身や学校の教育課題などを研究テーマとして探究しているか。

【記述例】「児童が主体的に学ぶ授業づくり」について，毎年，教育論文や実践記録に応募し，自分なり
に考えを整理しながらまとめている。

12　教職大学院の修了生として、教職大学院に期待することは何か。具体的なものも記述。

＜まとめ＞

○　ディプロマポリシーに関する質問では、自らの実践を理論に基づいて省察できる能力を
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